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水のない田んぼに、安心な未来の種は宿るのか？

「令和の米騒動」は、日本の米政策と私たちの食べ方について改めて考える機会になりました。

農家の数が減り、気候危機よって生育が不安定になるなど、命を支えるお米の生産は今まさに

大きな転換点を迎えています。

その中で、農水省が普及させようとしているのが「節節水水型型乾乾田田直直播播
せっすいがたかんでんちょくは

」。

水を入れない田んぼで田植えをせずに種を直播きする方法で、人手不足解消・大規模生産が可

能などと、マスメディアも盛んに取り上げています。

でも、本当にこの方法で、未来にわたり安定した米作りを続けていけるのでしょうか？

そもそも水田は…
天天然然のの肥肥料料工工場場

・山からミネラル豊富な水を入れることで土が豊かになる

最最強強のの雑雑草草対対策策

・水を張ることで雑草の芽を排除できる

・田植えの意味 これから生える雑草に比べ、苗は圧倒的に大き

く、先に成長できるため雑草が生育する余地がなくなる。

節水型乾田直播の主な問題点
・農薬・化学肥料を大量に使うことを前提にした農法

・土壌をリセットしてくれる水がなく乾いた状態は、連作障害と病害虫が発生しやすい

・見た目が米（栽培イネ）にそっくりの「雑草イネ」の発生が劇的に増加

→米の品質低下だけでなく、農薬耐性の遺伝子組み換えイネの開発を促してしまう

・水田の多面的機能喪失、特に生物多様性の減少など生態系に与える影響が増大

・収量が下がる、食味も変わる

・大規模農地が前提。大型の機械の導入、

そのための整地に高額な投資が必要なので

小規模農家では採算が取れない

農農薬薬のの使使用用量量がが増増ええてて喜喜ぶぶののはは、、農農薬薬のの開開発発・・販販売売ををししてていいるるメメーーカカーー

作物が農薬の耐性を持った時、より強い農薬を使用したり、量を増やしたりすることで、ま

すます農薬メーカーが儲かるしくみになっています。このような農業は気候変動の大きな要

因ともなり、土地は痩せ、農家の健康に影響を与える恐れもあります。「バイオテクノロジー」

について裏側を含めて消費者である私たちが学び、それぞれの地域で問題提起していく事が

大切です。日本をはじめとするアジアで続いてきた水田による稲作。その水田が持つ「環境

を守る力」や「持続可能性」についても評価し、未来に何を残したいのか、そのために何が

できるのか、みんなで考えていきましょう。

まちづくりのページ
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